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1. 科学技術政策について

• 科学技術行政
• 科学技術基本計画の変遷
• 第6期科学技術基本計画と予測調査の関係

3. 未来をどう創るか

• 科学技術予測調査とは

• 第11回科学技術予測調査結果より
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科学技術の変遷と予測調査との関係

イノベーション25

1970-80
年代

1990
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2000-

1971-1997 第１～６回技術予測調査

2001 第７回技術予測調査

2005 第8回科学技術予測調査

科学技術展望（デルファイ調査）

科学技術展望

2010 第9回科学技術予測調
査

科学技術展望 シナリオ社会ニーズ

科学技術展望 シナリオ

地域の将来像
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夢ビジョン2020
2015 第10回科学技術予測調査

科学技術展望

シナリオ

社会ビジョン

2015-
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構
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型
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社会的目標

NISTEPの調査活動科学技術基本計画科学技術政策の潮流

1995
科学技術基本法

1996-2000
第１期科学技術基本計画

2001-2005
第2期科学技術基本計画

2006-2010
第3期科学技術基本計画

2011-2015
第4期科学技術基本計画

2020-

キャッチアップ段階
•ボトムアップによる
意思決定

•セクター間の合意形成

移行期
•網羅的な科学技術政策
と予測調査のリンク

重点化
•トップダウンによる意思決
定・重点化

•科学技術政策と予測活
動のリンク

課題解決型、バックキャス
ト型へのシフト

科学技術政策とイノベー
ション政策の一体化 2016-2020

第5期科学技術基本計画

2019 第11回科学技術予測調査

科学技術展望 シナリオ

社会ビジョンホライズン・スキャニング
第６期科学技術基本イノベーション

計画等への貢献



第11回予測調査の概要と対象とする時間軸
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➢ 科学技術基本計画を始め、科学技術イノベーション関連政策・戦略検討のためのエビデンスを提供することを目的として実施

➢ これまでの予測活動の取組を整理、再構築、最新化、また新たな情報を補完し、将来のありたい姿とそれを支える科学技術な
ど将来像の総合パッケージを提示

デルファイ調査
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ST Foresight 
2019

➢ ビジョンワークショップ結果を基に、50の日本社会の未来像を取りまとめ。

➢ ４つの価値（Humanity / Inclusion / Sustainability / Curiosity）に集約。
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第11回科学技術予測調査（社会の未来像）2040年

50の日本社会の未来像

異なる特徴を持つ人的なものが、個々
の特徴の価値を理解し、つながることを
通じて、進化を続ける社会

誰でもクリエーター社会

脱空間社会

ぴんぴんコロリ社会

IoTにより災害に対す
る備えが十分な社会

市民自らが社会課題
を解決する社会

超データエコノミー社会

安心・満足・健康社会

江戸銭湯社会

“換”社会

“超”成熟社会

不確実性の下で持続
可能なエネルギー・環境

資源永久循環社会

想定外を吸収できる
社会

ネオサステナビリティを
実現した社会

不滅の好奇心によって
新世界を目指す社会

脱GDP社会
寿命選択制社会

分散型発電が最適化
されている社会

生き方、人間らしさ、機械社会と人間、
自動化、日本人らしさ、文化、幸福、
コミュニティの価値が増す社会

資源、エネルギー、食料、環境、
循環、災害対策、市民活動が
重要視される社会

新しい技術と社会・
人間との新しい関係
が構築される社会

変わりゆく暮らし・コミュニティ

Curiosity 不滅の好奇心

変わりゆく個人の生き方

生物への回帰

“超”成熟社会

暮らし方多様化社会

アナログ健康長寿社会

野性味社会

人間性拡張した社会

超運命社会

超人間社会：身体を
制御し拡張する社会

人間・機械融合社会

超ロボット社会

“楽”社会

Japan as platform

ボーダレス社会

総活躍社会

多次元社会

個人の価値観と多様
性に寛容な社会

時空を超え繋がる社会

インクルーシブ社会
移動と物流の高度化

Humanity 変わりゆく生き方 Inclusion
誰一人取り残さない

Sustainability
持続可能な日本

探究心、活動空間の拡大
が重要視される社会

多重人格社会

時空を超え繋がる社会

ユビキタス生活社会

超生物社会

AND人間の育つ社会

高齢者のモチベーション
を創出・保障する社会

労働の多様化社会

資源不足に
不安のない社会

多様性を担保した上
で科学技術を最大限
に活用する社会

ヒトの育て方

超高齢化でイノベーショ
ンを起こす社会

次世代IoTによる
超低炭素社会

まとまらないことで
まとまっている社会

多重人格社会

サステナビリティ
(海洋活用)



人間性の再興・再考による
柔軟な社会

人間らしさを再考し、多様性を認め共生する社会 リアルとバーチャルの調和が進んだ柔軟な社会

人間機能の維持回復とデジタルアシスタントの融合による
「個性」が拡張した社会

カスタマイズと全体最適化が共存し
自分らしく生き続けられる社会

無形・個人 無形・社会

有形・個人 有形・社会

体験共有やコミュニケーションを通じて相互理解を進め、互いを尊重して
共生する社会。
◆ 個人の尊厳が守られ、充足感を感じられる
◆ 社会的属性や個人の特徴などの多様性に富む
◆ 異なる価値観の存在を尊重して共存

身体機能の拡張や個人の特性に合った心と体の健康管理により、
個々人が活躍の幅を広げる社会。
◆機能回復、または、従来を超えた身体機能の獲得
◆心身の健康の維持・管理の支援
◆熟練技能共有とセンサ・ロボット等による、質の高い成果産出

部分最適と全体最適が均衡、ストレスなく資源の適正配置・循環
が行われる持続可能な社会。
◆自然災害に備え、生き残るレジリエンスを保持
◆不確実な未来を吸収する幅を持ち、資源を適正に利用・循環
◆消費者の要求に応えつつ在庫や廃棄のロスを減少

膨大なデータを蓄積・共有・活用し、仮想空間と現実空間を使いこなし
て、価値創造、社会課題解決、急速な変化に柔軟に対応する社会。
◆ 従来とは異なる仕組みや価値観による新しいつながり
◆ 現実空間の営みが仮想空間に実現
◆ 人間から地球まで健康な状態を維持するためにデータ共有

13:30-13:50
NISTEP「未来ビジョン」の理解

地域の未来像の提案例：
移動・物流の高度化
地産地消
循環社会構築
地域資源活用（自然、景観、温泉、エネルギー源等）
防災・減災対策
安全なまち（防犯対策）

地域の未来像の提案例：
コミュニティ・多世代ネットワークの充実
アクティブシニア（高齢者活躍）
新たな教育・学習機会の充実
地域ブランド・観光
多様かつ柔軟な生き方・働き方
リアル（実体験）の価値

地域の未来像の提案例：
食・農産物による健幸
介護の高度化・福祉のまちを設計
高齢者の活動支援
自然（気候、地形、温泉等）活用した健康維持

地域の未来像の提案例：
ロボットとの共生
農林業の機械化
データによる付加価値
AI支援による生産・教育
ボーダレス（地域から世界へ）
遠隔サービス（医療、教育、見守り等）

人の“からだ”に着目

人の“こころ”に着目 社会の無形資産“データ”に着目

社会の有形資産“自然・人工物”に着目

脳機能イメージング

体験伝達メディア

関連の科学技術

多言語・非言語ナビ

生態適合

症状コントロール

関連の科学技術

AI活用

ロボット、ヒューマ
ンインタフェース

情報抽出

関連の科学技術

リアルタイムモニタ
リング

モニタリング・
センシング

エネルギーシステム

関連の科学技術

個別化

人間らしさ

多様性

共生

身体機能の拡張

心身安定

達人

多次元

データ共有

健康な人・地球

備え

最適化

カスタマイズ
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